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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】食器類と貯水液をいれる洗浄槽の液中にある食 
器類にキャビテーションを伴う高速水噴流を衝突させる 
ことによって洗浄力を向上することができ、且つ、循環 
・攪拌効果により洗いむらが発生しない食器洗浄機を提 
供する。
【解決手段】洗浄と循環・攪拌を行なうために、洗浄槽 
６に食器類１９が完全に水没するだけの水量がたくわえ 
られている状態で、食器類にキャビテーションを伴う高 
速噴流を衝突させる水中噴射用ノズル５を洗浄槽の底部 
に設置し、液中に噴射する。貯水液に混入する汚れをろ 
過するフィルター２１と循環ポンプ１４を備え、洗浄槽 
の側面部の吸込み管３から給入された液を循環ポンプの 
送水管４から貯水液中にある水中噴射用ノズルを通って 
洗浄槽の中に噴射する。
【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
本 案 は 、 食 器 洗 浄 機 の 洗 浄 サ イ ク ル の 適 宜 位 置 に 、 洗 浄 槽 に 食 器 類 が 完 全 に 水 没 す る だ け  
の 水 量 が た く わ え ら れ て い る 状 態 で 、 食 器 類 の 汚 れ 除 去 と 攪 拌 を 行 う た め に 、 貯 水 液 を 1  
個 も し く は 複 数 個 の 水 中 噴 射 用 ノ ズ ル か ら 高 速 で 液 中 に 噴 射 し 、 液 中 に あ る 食 器 類 に キ ャ  
ビ テ ー シ ョ ン を 伴 う 高 速 水 噴 流 を 衝 突 さ せ る 工 程 を 挿 入 し て な る こ と を 特 徴 と す る 食 器 洗  
浄 機
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 考 案 は 、 食 器 洗 浄 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 に お け る 食 器 洗 浄 機 の 概 略 構 造 を 説 明 す る と 食 器 洗 浄 機 の 本 体 内 部 に 洗 浄 槽 を 配 設 し  
、 洗 浄 槽 下 部 に は モ ー タ に よ り 回 転 駆 動 さ れ る 洗 浄 ポ ン プ を 固 定 し て い る 。 ま た 洗 浄 槽 内  
に は 前 記 洗 浄 ポ ン プ に よ り 圧 送 さ れ た 貯 水 液 を 噴 射 す る 回 転 ア ー ム ノ ズ ル 、 洗 浄 水 を 温 水  
化 す る た め の ヒ ー タ 、 食 器 類 を 収 納 す る 食 器 か ご を 備 え て お り 、 食 器 類 は 回 転 ア ー ム ノ ズ  
ル よ り 勢 い よ く 空 気 中 に 噴 射 さ れ た 貯 水 液 が 衝 突 し て 洗 浄 さ れ る 仕 組 み と な っ て い る 。 そ  
し て 従 来 の 食 器 洗 浄 機 の 運 転 方 法 を 説 明 す る と 、 ま ず 洗 浄 工 程 に お い て 洗 剤 を 手 動 あ る い  
は 自 動 的 に 投 入 し 、 回 転 ア ー ム ノ ズ ル が 貯 水 液 に 浸 か ら な い 一 定 水 位 ま で 給 水 し た 後 、 モ  
ー タ と ヒ ー タ に 通 電 し 、 貯 水 液 を 温 水 化 し な が ら 回 転 ア ー ム ノ ズ ル よ り 空 気 中 に 噴 射 さ れ  
た 貯 水 液 を 食 器 類 に う ち あ て 、 こ れ に 付 着 し た 汚 れ を 洗 浄 す る よ う に し て い た 。 洗 浄 工 程  
が 終 了 す れ ば 貯 水 液 を 機 外 に 排 出 し て す す ぎ 工 程 に 移 り 、 す す ぎ 工 程 は 通 常 数 回 繰 り 返 さ  
れ 、 洗 浄 工 程 と 同 様 に 回 転 ア ー ム ノ ズ ル が 貯 水 液 に 浸 か ら な い 一 定 水 位 ま で 給 水 し た 後 洗  
浄 ポ ン プ を 運 転 し 、 た め す す ぎ を 行 っ て い る 。 し か し 、 こ の よ う な 温 水 や 洗 剤 を 用 い た 洗  
浄 に お い て も 、 飯 粒 等 の デ ン プ ン 質 は 中 々 落 ち に く く 、 特 に 、 で ん ぷ ん 質 が の り 状 に こ び  
り つ き 乾 燥 し た も の は 洗 浄 時 間 を 長 く し て も き れ い に 落 ち き れ な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 問 題 を 改 善 す る 方 式 と し て 、 特 許 文 献 １ に は 洗 剤 を 出 来 る だ け 使 わ な い よ う に す る と  
と も に 、 洗 濯 能 力 を 上 げ る た め に 洗 浄 液 よ り も 比 重 の 小 さ い 個 体 粒 子 を 混 合 し 、 こ の 粒 子  
の 研 磨 作 用 に よ り 洗 浄 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 食 器 洗 浄 機 も 提 案 さ れ て い る 。 さ ら に 、 特  
許 文 献 ２ に は 通 常 の 洗 濯 機 と 超 音 波 を 組 み 合 わ せ た 食 器 洗 浄 機 も 提 案 さ れ て い る 。 ま た 、  
特 許 文 献 ３ ， ４ に は 、 洗 濯 能 力 を 上 げ る た め に 水 道 の 水 栓 か ら 給 水 口 部 に 至 る ま で の 給 水  
経 路 上 に 外 部 か ら 微 細 な 泡 を 供 給 す る 食 器 洗 浄 機 や 、 水 道 の 水 栓 か ら 給 水 口 部 に 設 け ら れ  
給 水 経 路 を 局 所 的 に 縮 小 す る こ と に よ り 給 水 経 路 の 外 部 か ら 気 体 の 供 給 を 得 る こ と な く 給  
水 経 路 を 通 過 す る 水 に 微 細 気 泡 水 を 生 成 す る 微 細 気 泡 発 生 器 を 組 み 合 わ せ た 食 器 洗 浄 機 も  
提 案 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ４ ７ ― ３ ６ ６ ７ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ２ － ２ １ ８ ３ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － １ １ ７ ３ １ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ １ ８ － １ ７ ５ ４ ４ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 昭 ６ ０ － １ ６ ８ ５ ５ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 平 ０ ６ － ０ ４ ７ ６ ６ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 平 ０ ８ － ２ ５ ７ ９ ９ ８ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 祖 山   均 著   「 解 説   超 音 波 よ り 強 力 水 だ け で 洗 浄 ： キ ャ ビ テ ー シ ョ ン  
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噴 流 式 洗 浄 装 置 」 日 本 工 業 出 版   ２ ０ ０ １ 年   超 音 波 ｔ ｅ ｃ ｈ ｎ ｏ 編 集 部 編   1 3 巻 1 1 号   
ｐ ６ ６ － ７ １
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 従 来 の 食 器 洗 浄 機 洗 浄 方 式 に お い て は 、 食 器 類 を 洗 浄 す る た め の 力 と し て 回 転 ア ー ム  
ノ ズ ル か ら 空 気 中 に 噴 射 さ れ る 貯 水 液 の 衝 突 力 だ け で あ り 、 通 常 の 汚 れ に 対 し て は 比 較 的  
効 果 が あ る が 、 薄 膜 状 に 付 着 し た 汚 れ や 、 飯 粒 等 の デ ン プ ン 質 は 中 々 落 ち に く く 、 特 に 、  
で ん ぷ ん 質 が の り 状 に こ び り つ き 乾 燥 し た も の は 洗 浄 時 間 を 長 く し て も き れ い に 落 ち き れ  
な い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 空 気 中 で 、 回 転 ア ー ム ノ ズ ル よ り 噴 射 す る 洗 浄 水 の 吐 出  
圧 力 を 大 き く す る と 、 洗 浄 水 が 食 器 類 や 洗 浄 槽 に 衝 突 す る 音 等 が 増 大 し 、 騒 音 の 増 大 を 招  
い て い た 。 更 に 、 上 記 食 器 洗 浄 機 の 問 題 点 を 改 善 す る た め に 考 案 さ れ た 特 許 文 献 １ の よ う  
に 、 洗 浄 液 中 の 研 磨 剤 の 除 去 や 、 特 許 文 献 ２ ， ３ 、 ４ の よ う に 、 超 音 波 を 用 い る 場 合 や 微  
細 な 泡 を 発 生 さ せ る 場 合 に は 食 器 の 汚 れ 除 去 効 果 が 出 る よ う な 複 雑 な 工 夫 も 必 要 に な る 。  
ま た 、 超 音 波 振 動 を 発 生 す る 手 段 は 家 庭 内 の 電 波 障 害 防 止 の た め の 時 と し て ノ イ ズ フ ィ ル  
タ ー が 必 要 と な る 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 、 本 考 案 は 従 来 の 食 器 洗 浄 機 と 構 成 お よ び 使 い 勝 手 を 大 幅 に か え る こ と な く 効 率 的  
で 短 時 間 洗 浄 を 可 能 と し た 食 器 洗 浄 機 を 得 る こ と と 、 効 率 的 な 洗 浄 を 行 な い 、 洗 浄 工 程 に  
費 や す 時 間 の 短 縮 を 図 っ た 食 器 洗 浄 機 の 運 転 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。 す な わ ち 洗 浄 槽  
に 食 器 類 が 完 全 に 水 没 す る だ け の 水 量 が た く わ え ら れ て い る 状 態 で 、 液 中 に 高 速 で 貯 水 液  
を 噴 射 す る こ と に よ り キ ャ ビ テ ー シ ョ ン を 発 生 さ せ て 食 器 類 の 汚 れ を 落 と し 、 同 時 に 攪 拌  
も 行 っ て 洗 い む ら も 起 こ り に く い 洗 浄 が 可 能 と な る 。 キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 噴 流 を 用 い た 洗 浄  
で は 、 強 力 な キ ャ ビ テ ー シ ョ ン を 発 生 さ せ て 洗 浄 に 活 用 す る の で 、 水 だ け あ る い は 、 従 来  
よ り も 少 な い 洗 浄 剤 で 洗 浄 で き る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 考 案 に よ る 課 題 解 決 手 段 は 、 貯 水 液 を 入 れ る 洗 浄 槽 に 食 器 類 が 完 全 に 水 没 す る だ け の 水  
量 が た く わ え ら れ て い る 状 態 で 、 食 器 類 の 汚 れ 除 去 と 攪 拌 を 行 う た め に 、 洗 浄 液 を ノ ズ ル  
か ら 高 速 で 液 中 に 噴 射 し 、 液 中 に あ る 食 器 類 に キ ャ ビ テ ー シ ョ ン を 伴 う 高 速 水 噴 流 を 衝 突  
さ せ る １ 個 も し く は 複 数 個 の 水 中 噴 射 用 ノ ズ ル を 備 え る 。 こ の 構 成 で あ れ ば 、 食 器 類 の 汚  
れ 除 去 と 攪 拌 を 行 う た め に 用 い る 上 記 水 中 噴 射 用 ノ ズ ル か ら 噴 射 さ れ た 高 速 水 噴 流 に よ っ  
て 発 生 す る キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 気 泡 の 崩 壊 に よ っ て 発 生 す る 衝 撃 波 に よ っ て 共 振 し た 洗 浄 液  
が 食 器 類 と そ れ に 付 着 し た 汚 れ に 対 し 激 し く ぶ つ か り あ っ て 、 食 器 類 か ら 汚 れ が 分 離 さ れ  
る 。 同 時 に 水 中 噴 射 用 ノ ズ ル の 角 度 や ノ ズ ル の 数 を 適 宜 選 択 し 最 適 の 高 速 水 噴 流 に よ っ て  
洗 浄 液 が 攪 拌 さ れ 、 食 器 類 が む ら な く 洗 浄 さ れ る 条 件 も 選 ぶ こ と が 出 来 る 。 特 許 文 献 ６ ，  
７ 、 ８ に は 、 キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 気 泡
を 発 生 さ せ る 種 々 の 構 造 の ノ ズ ル が 提 案 さ れ 洗 浄 、 剥 離 、 掘 削 等 の 工 業 分 野 で も 実 用 化 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 洗 浄 槽 は 、 特 に 場 所 は 限 定 し な い が 例 え ば 側 面 下 部 に 貯 水 液 を 前 記 ノ ズ ル に 給 入 す る  
給 入 口 を 備 え 、 こ の 給 入 口 か ら 送 出 さ れ た 貯 水 液 を ノ ズ ル か ら 高 速 で 液 中 に 噴 射 す る に 際  
し て 、 貯 水 液 に 混 入 す る 汚 れ を ろ 過 す る フ ィ ル タ ー と 循 環 ポ ン プ を 備 え る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 考 案 の 食 器 洗 浄 機 に よ れ ば 、 次 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 （ １ ）  
貯 水 液 を 上 記 ノ ズ ル か ら 高 速 で 液 中 に 噴 射 し 、 液 中 に あ る 食 器 類 に キ ャ ビ テ ー シ ョ ン を 伴  
う 高 速 水 噴 流 を 衝 突 さ せ る こ と に よ っ て 食 器 類 の 汚 れ 除 去 と 攪 拌 を 行 う た め 、 少 な い 洗 浄  
剤 で 、 場 合 に よ っ て は ア ル カ リ 剤 、 更 に は 水 の み で 被 食 器 類 の 汚 れ を 均 一 に 落 と す こ と が  
で き る の で 、 洗 浄 液 の 排 水 公 害 を 低 減 す る こ と が で き る 。 （ ２ ） 食 器 洗 浄 機 自 身 の 均 一 な  
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洗 浄 能 力 向 上 に よ り 、 食 器 類 を 傷 め ず 、 時 間 の 節 約 、 水 の 使 用 量 の 低 減 を は か る こ と が で  
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 の 食 器 洗 浄 機 の 断 面 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 考 案 の 洗 浄 機 に お い て 、 水 中 に 高 圧 水 を 噴 射 し て 、 高 圧 水 の 噴 流 ま わ り に キ ャ ビ テ ー シ  
ョ ン を 発 生 さ せ る キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 噴 流 に よ っ て 洗 浄 槽 に 入 れ ら れ た 食 器 類 の 表 面 に 付 着  
し た 汚 れ 、 特 に 飯 粒 の デ ン プ ン 質 の 汚 れ を 効 果 的 に 除 去 す る 。 キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 噴 流 で は  
、 洗 浄 槽 の 中 の 食 器 類 の ど の 場 所 に も 噴 射 出 来 、 キ ャ ビ テ ー シ ョ ン の 発 生 領 域 や 衝 撃 力 が  
、 ノ ズ ル の 位 置 や 噴 射 圧 力 な ど の パ ラ メ ー タ に よ り 制 御 可 能 で あ る 。 ま た
【 非 特 許 文 献 １ 】 に は 、 同 じ 電 力 に 対 し て キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 噴 流 は 、 超 音 波 振 動 子 の 数 倍  
以 上 の 衝 撃 力 を 生 じ さ せ る こ と が で き 、 キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 噴 流 の 洗 浄 能 力 の 方 が 、 従 来 の  
超 音 波 洗 浄 機 よ り も は る か に 強 力 で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る 。 特 に 、 食 器 洗 浄 機 に お い  
て は （ １ ） キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 噴 流 か ら は 四 方 八 方 に 衝 撃 圧 が 放 射 さ れ る の で 、 食 器 類 の 側  
面 や 背 面 ま で も 洗 浄 が 可 能 で あ る 。 特 に 、 細 い 円 柱 体 な ど が 洗 浄 対 象 の 場 合 、 １ 方 向 か ら  
の 噴 流 の 衝 突 に よ っ て 円 柱 体 の 全 側 面 が 洗 浄 さ れ る 。 従 っ て さ ま ざ ま な 方 向 か ら 噴 流 を 当  
て る よ う な ノ ズ ル や ワ ー ク （ 食 器 類 ） の 複 雑 な 動 き の 操 作 が 不 要 に な る 。 （ ２ ） キ ャ ビ テ  
ー シ ョ ン 噴 流 は 、 水 中 で 噴 射 す る と 液 が 攪 拌 さ れ る と 同 時 に 、 周 囲 の 水 の 抵 抗 に よ っ て 噴  
流 の 力 は 大 き く 低 下 し 食 器 類 に 対 す る 衝 撃 も 空 気 中 に く ら べ て 穏 や か に な り 、 外 部 へ の 騒  
音 も 少 な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ３ 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に つ い て 図 面 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 1 に お い て は 、 １ は 食 器 洗 浄 機 、 ６ は 開 閉 扉 ７ を そ な え た 洗 浄 槽 、 １ ３ は 洗 浄 槽 ６ の 底  
部 に 配 置 し た １ 個 も し く は 複 数 個 の 水 中 噴 射 用 ノ ズ ル ５ を 有 す る ス プ リ ン ク ラ ー 、 １ ４ は  
食 器 洗 浄 機 １ と 洗 浄 槽 ６ 間 に 配 設 し た 循 環 用 ポ ン プ で あ る 。 而 し て 、 こ の 循 環 ポ ン プ １ ４  
は 吸 込 側 に フ ィ ル タ ー ２ １ を 設 け た 排 水 口 ２ ２ を 介 し て 洗 浄 槽 ６ の 底 面 に 没 設 し た 吸 込 み  
管 ３ と 、 吐 出 側 の 送 水 管 ４ を 介 し て ス プ リ ン ク ラ ー １ ３ に 夫 々 連 通 す る 。 １ ２ は 洗 浄 槽 ６  
の 排 水 を 制 御 す る 電 磁 式 の 排 水 弁 で あ る 。 ８ は ス プ リ ン ク ラ ー １ ３ の 上 方 に て 洗 浄 槽 ２ に  
出 入 自 在 に 装 備 さ れ る 食 器 籠 で 、 食 器 類 を 載 置 す る 。 ９ は 洗 浄 槽 ６ の 上 部 に 開 口 し て シ ャ  
ワ ー 状 に 給 水 す る 給 水 口 で 、 電 磁 式 の 給 水 弁 １ ８ を 介 し て 水 源 に 接 続 す る 。 １ ６ は 洗 浄 槽  
６ の 底 部 に 配 置 し た ヒ ー タ で 、 洗 浄 水 の 昇 温 用 及 び 乾 燥 用 の 熱 源 と し て 作 用 す る 。 ２ ０ は  
洗 浄 槽 ６ の 水 位 を 検 出 し て 動 作 す る 水 位 ス イ ッ チ 、 ２ は 水 位 ス イ ッ チ ２ ０ と あ い ま っ て 、  
前 洗 浄 、 本 洗 浄 、 濯 ぎ 、 乾 燥 の 各 工 程 を 順 次 自 動 的 に 実 行 で き る よ う に 各 タ イ マ ー 接 点 を  
切 換 え 動 作 し 、 モ ー タ １ ５ と 連 結 し た 循 環 ポ ン プ １ ４ 、 排 水 弁 １ ２ 及 び サ ー ミ ス タ １ ７ を  
備 え た ヒ ー タ １ ６ 等 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル で あ る 。
次 に 、 そ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 先 ず 、 食 器 類 を 載 置 し た 食 器 籠 ８ を 洗 浄 槽 ６ 内 に 挿 設  
し 、 コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル ２ を セ ッ ト す る 。 す る と 、 下 記 の 如 く 各 工 程 が 順 次 行 な わ れ 、 食  
器 類 は 洗 浄 さ れ 乾 燥 さ れ る 。
（ 前 洗 浄 工 程 ）
給 水 弁 １ ８ が 開 放 し て 給 水 口 ９ よ り シ ャ ワ ー 状 に 給 水 し 、 洗 浄 槽 ６ 内 の 水 位 が ス プ リ ン ク  
ラ ー １ ３ と ヒ ー タ １ ６ の 間 の 所 定 の 位 置 に 達 し た 時 点 で 循 環 ポ ン プ ６ が 駆 動 さ れ る 。
す る と 、 食 器 類 に 付 着 し た 残 滓 を 洗 い 流 す と 同 時 に 、 落 ち 難 い 飯 粒 等 の デ ン プ ン 質 を 湿 潤  
状 態 に す る た め に 洗 浄 槽 ６ 内 の 貯 水 液 は ス プ リ ン ク ラ ー １ ３ の 1 個 も し く は 複 数 個 の 噴 出  
用 ノ ズ ル ５ か ら 空 気 中 で 食 器 類 が 水 圧 で 移 動 し た り 、 傷 が つ か な い 程 度 の 0 . 1 ～ 0 . 5 M p  
の 低 圧 で 噴 出 さ れ る 。 そ し て 、 所 定 の 時 間 が 経 過 す る と 、 排 水 弁 １ ２ を 開 放 し て 洗 浄 槽 ６  
内 の 水 を 外 部 に 排 出 し 、 こ れ の 終 了 に よ り 次 工 程 に 移 行 す る 。
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（ 本 洗 浄 工 程 ）
所 定 時 間 が 経 過 し て 本 工 程 を 移 行 す る と 、 先 ず 洗 浄 槽 ６ 内 に 給 水 を 行 な っ て 洗 浄 槽 ６ に 食  
器 類 が 完 全 に 水 没 す る だ け の 水 量 が た く わ え ら れ て い る 状 態 に す る 。 そ し て 、 ポ ン プ １ ４  
に 通 電 さ れ 、 食 器 類 の 汚 れ 除 去 と 攪 拌 を 行 う た め に 、 ス プ リ ン ク ラ ー １ ３ の 1 個 も し く は  
複 数 個 の 噴 射 用 ノ ズ ル ５ か ら 高 速 で 液 中 に 噴 射 し 、 液 中 に あ る 食 器 類 に キ ャ ビ テ ー シ ョ ン  
を 伴 う 高 速 水 噴 流 を 衝 突 さ せ る 為 、 落 ち 難 い 飯 粒 等 の デ ン プ ン 質 も 簡 単 に 洗 い 流 さ れ る こ  
と に な る 。 水 中 で あ る た め 食 器 類 １ ９ の 衝 突 も 軽 減 さ れ 安 全 に 洗 浄 で き る 。 貯 水 液 と し て  
、 ヒ ー タ １ ６ に 通 電 し て 温 水 を 用 い た り 、 洗 浄 剤 を 用 い る こ と に よ り 、 更 に そ の 効 果 は 増  
大 す る 。 従 っ て 、 本 洗 浄 工 程 は 短 時 間 で 所 期 の 目 的 を 達 成 で き る 。 そ し て 、 所 定 時 間 が 経  
過 す る と 、 排 水 弁 １ ２ が 開 い て 排 水 動 作 が 行 な わ れ 、 そ の 後 次 工 程 に 移 る 。
（ 濯 ぎ 工 程 ）
先 に 述 べ た 前 洗 浄 工 程 と 同 じ よ う な 動 作 が 行 な わ れ 、 食 器 類 を 清 浄 な 水 に よ り 濯 ぎ 、 洗 剤  
等 を 洗 い 流 す 。
（ 乾 燥 工 程 ）
洗 浄 槽 ２ 内 の 水 を 排 出 し た 後 、 ヒ ー タ １ ５ に 通 電 す る こ と に よ り 、 乾 燥 が 行 な わ れ る 。
以 上 の 如 く 本 案 に よ れ ば 、 洗 浄 サ イ ク ル 中 の 本 洗 浄 工 程 に 洗 浄 槽 に 食 器 類 が 完 全 に 水 没 す  
る だ け の 水 量 が た く わ え ら れ て い る 状 態 で 、 食 器 類 の 汚 れ 除 去 と 攪 拌 を 行 う た め に 、 貯 水  
液 を ノ ズ ル か ら 高 速 で 液 中 に 噴 射 し 、 液 中 に あ る 食 器 類 に キ ャ ビ テ ー シ ョ ン を 伴 う 高 速 水  
噴 流 を 衝 突 さ せ る 1 個 も し く は 複 数 個 の 水 中 噴 射 用 ノ ズ ル 備 え る 工 程 を 挿 入 す る こ と に よ  
り 落 ち 難 い 飯 粒 等 の デ ン プ ン 質 も 簡 単 に 洗 い 流 す こ と が で き 、 洗 浄 時 間 の 短 縮 、 洗 浄 効 果  
の 向 上 等 を 計 れ 、 実 用 上 非 常 に 好 都 合 な 食 器 洗 浄 機 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
な お 、 図 １ の 食 器 洗 浄 機 １ は 、 一 実 施 例 で あ り 、 他 の 形 態 、 方 式 に と っ て も 結 果 的 に キ ャ  
ビ テ ー シ ョ ン 噴 流 が 洗 浄 槽 ６ の 中 の 食 器 類 １ ９ に 効 率 よ く 噴 射 さ れ る よ う 工 夫 さ れ れ ば 同  
じ こ と で あ る 。 例 え ば 、 上 記 ノ ズ ル ５ を 洗 浄 槽 ６ の 貯 水 液 中 の 食 器 類 が 完 全 に 水 没 す る だ  
け の 水 量 が た く わ え ら れ て い る 状 態 で 横 の 位 置 に 付 け た り 、 上 記 ノ ズ ル ５ の 角 度 や 上 記 ノ  
ズ ル の 数 を 適 宜 選 択 し 最 適 の 高 速 水 噴 流 に よ っ て 貯 水 液 １ ０ が 攪 拌 さ れ 、 食 器 類 1 9 が む  
ら な く 洗 浄 さ れ る 条 件 を 選 ぶ こ と も 何 ら 制 約 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
貯 水 液 １ ０ に 混 入 す る 汚 れ を ろ 過 す る フ ィ ル タ ー ２ １ は 、 上 記 ノ ズ ル ５ の 噴 出 孔 の 孔 径 よ  
り 大 き い 粒 径 の 汚 れ を 捕 集 で き る フ ィ ル タ ー を 備 え た も の が 好 ま し い 。 循 環 ポ ン プ １ ４ の  
能 力 は 、 食 器 洗 浄 機 の 種 類 や 大 き さ 、 更 に は 上 記 ノ ズ ル ５ の 口 径 や 数 に よ っ て も 異 な る が  
、 通 常 で は 、 キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 噴 流 が 発 生 す る 条 件 の 吐 出 圧 が 数 Ｍ ｐ か ら 十 数 M p で 、 流  
量 が ０ ． ５ リ ッ ト ル ／ 分 か ら ４ ０ ０ リ ッ ト ル ／ 分 の も の が 好 ま し い 。 ま た 、 ノ ズ ル ５ の 噴  
出 孔 の 孔 径 は 、 使 用 す る ノ ズ ル の 数 や 形 状 に も よ る が 0 . 3 ～ 2 . 0 m m の 大 き さ の も の が 好  
ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
食 器 洗 浄 機 １ の 開 閉 扉 ７ は 、 洗 濯 槽 １ の 上 面 を 開 閉 す る よ う に な っ て お り 、 貯 水 液 １ ０ が  
外 に 飛 散 し な い よ う 、 又 は 、 食 器 類 １ ９ な ど の 出 し 入 れ す る 時 に 身 体 に あ た ら な い よ う 、  
蓋 ７ に ス イ ッ チ を も う け て 、 蓋 ４ を 開 け た 時 に 上 記 ノ ズ ル ５ の 噴 射 が 止 ま る よ う に し て あ  
る 。 ま た 、 前 記 貯 水 液 が 洗 浄 槽 の 液 面 の あ る 所 定 の レ ベ ル で ノ ズ ル ５ か ら の 噴 射 を 行 う こ  
と が で き る 水 位 ス イ ッ チ ２ ０ を 備 え る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
貯 水 液 １ ０ は 、 冷 水 あ る い は 温 水 の み の 場 合 も あ れ ば 、 ア ル カ リ 剤 や 洗 浄 剤 を 用 い る 場 合  
な ど 、 い ろ い ろ の 条 件 の 場 合 が あ る 。 食 器 類 １ ９ の 汚 れ を よ り き れ い に 落 と し た い 時 、 ま  
た は 早 く 洗 浄 を 終 え た い 時 な ど は モ ー タ １ ５ と 連 動 し た 循 環 ポ ン プ １ ４ の 出 力 を 上 げ て 吐  
出 圧 や 流 量 を 上 げ て 調 節 す れ ば よ い 訳 で あ る 。 ま た 、 各 工 程 は 食 器 類 １ ９ の よ ご れ の 程 度  
に 応 じ て 適 宜 省 略 も し く は 繰 り 返 す も の で あ り 、 こ れ は コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル ２ に そ の よ う  
な 機 能 を も た せ て お い て 運 転 す る 。                                                                                                                                               
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
１     食 器 洗 浄 機
２     コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル
３     吸 込 み 管
４     送 水 管
５     ノ ズ ル
６     洗 浄 槽
７     開 閉 扉
８     食 器 籠
９     給 水 口
１ ０     貯 水 液
１ １     排 水 パ イ プ
１ ２     排 水 弁
１ ３     ス プ リ ン ク ラ ー
１ ４     循 環 ポ ン プ
１ ５     モ ー タ
１ ６     ヒ ー タ
１ ７     サ ー ミ ス タ （ 温 度 検 出 装 置 ）
１ ８     給 水 弁
１ ９     食 器 類
２ ０     水 位 ス イ ッ チ
２ １     フ ィ ル タ ー
２ ２     排 水 口
【 図 面 】
【 図 １ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 月 6 日 ( 2 0 2 2 . 1 . 6 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
    本 案 は 、 食 器 洗 浄 機 の 洗 浄 サ イ ク ル の 適 宜 位 置 に 、 洗 浄 槽 に 食 器 類 が 完 全 に 水 没 す る  
だ け の 水 量 が た く わ え ら れ て い る 状 態 で 、 食 器 類 の 汚 れ 除 去 と 攪 拌 を 行 う た め に 、 貯 水 液  
を 水 中 噴 射 用 ノ ズ ル か ら 高 速 で 液 中 に 噴 射 し 、 液 中 に あ る 食 器 類 に キ ャ ビ テ ー シ ョ ン を 伴  
う 高 速 水 噴 流 を 衝 突 さ せ る １ 個 も し く は 複 数 個 の 水 中 噴 射 用 ノ ズ ル を 備 え る こ と 特 徴 と す  
る 食 器 洗 浄 機 。
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